
施工要領書 化粧破風の取り付け
１．本体取付　
・釘打ちについては、下図の位置で固定して下さい。
・釘打ちをする際、両端から１２０ｍｍの範囲は、釘打ちライン上に
  必ず下穴（２．３φ）加工の上、付属品の釘で手打ちしてください。
・本体の端部から必ず４０ｍｍ以上あけた釘打ちライン上に付属品の釘で釘打ちしてください。
・釘打ちは、下図のように千鳥内で行ってください。（両端部のみ並列打ち）
・斜線部は釘打ち機での釘打ちが可能ですがトルクの調整が必要です。
（打ち込みすぎ注意。打ち込みが足らないときはポンチで締める）

３．シーリング　
・シーリングを充填する前には必ずプライマー処理を行って下さい。
・プライマー処理を行う際は本体表面（塗装部）に付着しないようにマスキングして下さい。
・シーリングを充填する際には、ノズル先端径を目地幅に合わせ気泡、打残し、隙間などが
  出ないよう目地の隅々まで盛り上げるよう充分に充填して下さい。

４．現場カット　
・切断加工は電動丸鋸（ダイヤモンドソー）を使用して下さい。
・切断後の小口面には、カット粉が付着していない事を確認し、
  シーラー（シーラーCS-1）処理後にタッチアップ塗料（別売り）で
  塗装を行って下さい。
    ※タッチアップ塗料は容器およく振ってから使用してください。

５．割れ、カケ補修方法　
・施工中についた細かい傷などは、パテ（別売り）にて基材表面が盛り上がるように
  パテを充填して下さい。
・パテ硬化後に、サンドペーパーでパテを研磨し原形に修復した後
  シーラーCS-1を塗布して下さい。
・タッチアップを行う際は、下地のよごれをよく拭き取りタッチアップ塗料（別売り）の
  容器をよく振って直接タッチアップを行って下さい。
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２．ジョイント部の納まり　
・ジョイント部にはバックアップ材を貼付し
  取付本体と本体のシーリング目地を１０～１２ｍｍ確保できる
  ように取り付けて下さい。（下図参照）
・バックアップ材の厚みは５ｍｍ程度のものをご使用ください。
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注意事項！
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釣り竿のように持ちあげない

われものにつき要注意
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１人の時はスパンを取って持つ
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端同士を持たない

片側から持ち上げない

振動させない

・釘打ちの際は基材を直接叩かないように
  注意してください。

注意事項！
・プライマー処理を行わずにシーリング施工を行うと、
  剥離の原因となりますので注意して下さい。
・シーリングでの釘頭の補修等は、絶対に行わないで下さい。

注意事項！
・切断時には安全眼鏡、防塵マスクなどの保護具を着用して下さい。
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